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令和6年1月21日から2月20日の活動予定

高齢者支援グループ
さわやかクラブ

１月25日（木）ミュージックケア（市社協）

2月 8日（木）広き門狭き門ゲーム
あ

ふれあいグループ

2月 6日（火）ふれあいグループ会議

2月19日（火）強化事業会議

子育て支援グループ
おもちゃライブラリー

1月26日（金）節分

2月 9日（金）すわすくすくランド

（要予約）

地域を考える際に、最も基本的な単位になっている

のが自治会等の組織です。

地域によっては存続の危機に直面していると言われ

ます。加入率の低下、役員の高齢化や担い手が見つか

らない、輪番制すら崩れてしまっている地域もありま

す。これは自治会等に限りません。高齢者クラブ、子

ども会、消防団や青年団、婦人会などかつて地域活動

を支えてきた多くの団体が同じ問題に直面しています。

こうした担い手や参加者不足、地域のなかの人間関係

が希薄化しているという問題は深刻です。この「つな

がりの稀薄化」は、地縁組織を脆弱にしたり、孤立死

や社会的孤立を生じます。

自然災害が発生（東日本大震災、つくば市北条地区

の竜巻、鬼怒川堤防決壊、能登半島地震）するたび、

日頃の人間関係の大切さを痛感します。また、上記災

害時に自分たちの避難場所や食料の備蓄量を全く知ら

なかった人が多くいたことを教訓にして、私たちもこ

のような身近なことの防災訓練を通して、日頃から確

認して知っておくことが大事なことだと思います。

地域のなかでしっかりと社会関係が結ばれている地

域ほど安全・安心・健康につながっているというデー

タもあります。

「誰もが安心して暮らせるようにする」ということ、

個別の支援だけでなく、社会関係を豊かに醸成してい

くような地域づくりも重要であると思います。

１，我が身の安全を図る

２，すばやく火の始末

３，戸を開けて出口の確保

４，火が出たらすぐ消火

５，外に逃げる時は慌てずに

６，狭い路地、塀際、がけ、川べりにはちかづかない

７，非難する時は、歩いて荷物は最小限にしましょう

８，みんなで助け合い、お年寄りやけが人などに声をかけましょう

９，正しい情報を聞く。デマに惑わされず公共機関の正しい情報を聞くようにしましょう

中工建（有）、（有）野口工業所、関本開発（株）、（有）川西砕石、（株）アウトソーシング

日東機設（株）、山本理化工業（株）、日東絶縁（株）茨城事業所、小野不動産、澤田屋酒店

（株）魚田土建、白河手打ち中華そば・なかむら、日立諏訪郵便局、（有）小野商事、

（有）稲澤商店、特別養護老人ホーム小咲園、魚松、高橋工業、（有）穂積製作所、諏訪神社

（有）八幸重機、中嶋ホンダ、マルト日立諏訪店、介護支援センターひまわり

ご協力いただきありがとうございました。

歳末助け合い・赤い羽根共同募金では、自治会及び、多くの企業、個人の方々からご賛同を

頂き、感謝申し上げます。

ご寄付を頂いた企業名をご紹介いたします。尚、順不同、敬称略とさせていただきます

歳末助け合い募金のお礼

身近な地域を考える 諏訪地区社会福祉協議委員会 委員長 荒井 俊

（つくば市北条地区の防災研修から）

１，被害状況は写真に撮っておく

２，罹災証明を取得する（迅速に行うため隣接する市町村から技術者を要請する

３，ボランティアは必ず行政を通すよう一本化を図る

４、現在はいっている保険を熟知しておく



1月1日に起きた能登半島地震では、今も多くの被災者の方が厳しい寒さの中、不自由な生活を強いられています。

改めて自然災害の恐ろしさを痛感しました。いざという時のために日頃から備えをしておきましょう。

地震から身を守る９ヶ条

１，我が身の安全を図る・・・・机・テーブル・ベッドなどの下に身をふせ、様子をみる。

２，すばやく火の始末 ・・・・ゆれを感じたら身の安全を守りながらあわてず火の始末をしましょう。

３，戸を開けて出口の確保・・・ゆがんで出入口が開かないことがあるのであけるようにしましょう。

４，火が出たらすぐ消火・・・・初期のうちに火を消すことが大切です。隣近所に声をかけて協力しましょう。

５，外に逃げる時は慌てずに・・慌てず周囲の状況を確認し、落ち着いて行動しましょう。

６，狭い路地、塀際、がけ、川べりにはちかづかない。

７，非難する時は、歩いて荷物は最小限にしましょう。

８，みんなで助け合い、お年寄りやけが人などに声をかけましょう。

９，正しい情報を聞く。デマに惑わされず公共機関の正しい情報を聞くようにしましょう。

NHK ニュース防災より抜粋

より

水は1人3ℓといわれています


